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万
暦
十
九
年
（
一
五
九
一
）
閏
三
月
の
「
論
輔
臣
科
臣
疏
」
の
上
呈
は
、
湯
顕
祖

の
官
吏
と
し
て
の
生
命
に
実
質
的
な
終
止
符
を
打
っ
た
も
の
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
南
京
礼
部
祠
祭
司
主
事
の
職
に
あ
っ
た
湯
顕
祖
は
、
こ

の
上
疏

に
お
い
て
、
爵
禄
、
人
材
、
成
憲
、
聖
政
の
四
項
目
を
万
暦
帝
神
宗
に
と
っ

て

の
不
祥
事
と
し
て
挙
げ
、
輔
臣
申
時
行
、
科
臣
楊
文
挙
、
胡
汝
寧
ら
に
よ
る
不
正

を
厳
し
く
弾
劾
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
劾
奏
は
、

　
　
夫
れ
主
恩

に
感
じ
て
皇
上
の
爲
に
好
を
斥
け
法
を
正
す
者
は
、
反
っ
て
財
窟
を

　
　
得
、
皇
上
の
恩
力
と
錐
も
、
之
れ
を
庇
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
を
知
る
。
（
「
論
輔
臣

　
　
科
臣
疏
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
十
六
）

と
、
疏
中
に
述
べ
た
通
り
の
結
果
を
、
図
ら
ず
も
自
分
自
身
に
招
来
す
る
こ
と
に
な

る
。
湯
顕
祖
は
同
年
五
月
、
徐
聞
流
調
の
聖
諭
を
受
け
、
一
旦
、
故
郷
の
臨
川
に
帰

り
、
十
一
月
に
な
っ
て
諦
地
に
到
着
し
た
。
そ
の
後
、
万
暦
二
十
一
年
（
一
五
九

三
）
に
至
っ
て
遂
昌
に
量
移
さ
れ
、
そ
こ
で
は
循
吏
た
ら
ん
こ
と
に
尽
力
し
た
が
、

や

は
り
官
界
の
腐
敗
、
そ
し
て
そ
れ
に
基
づ
く
吏
民
の
疲
弊
を
坐
視
し
得
ず
に
、
万

『

還
魂
記
』
に
お
け
る
真
と
仮
の
問
題
（
根
ケ
山
）

暦
二
十
六
年
（
一
五
九
八
）
、
上
計
に
乗
じ
て
吏
部
に
辞
表
を
提
出
し
、
故
郷
の
臨

川
に
閑
居
す
る
。
明
代
屈
指
の
戯
曲
と
し
て
江
湖
に
喧
伝
さ
れ
る
『
還
魂
記
』
は
、

作
者
の
徐
聞
流
調
以
降
の
経
験
を
基
盤
に
据
え
、
臨
川
閑
居
に
相
前
後
し
て
構
想
、

執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
執
筆
当
時
の
作
者
の
境
遇
が
か
く
も
不
当
に
抑
圧
さ
れ

た
情
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
還
魂
記
』
を
解
釈
す
る
上
で
看
過
し
得
ぬ
要
件
で
あ

る
。

　
さ
て
湯
顕
祖
は
「
牡
丹
亭
記
題
詞
」
に
お
い
て
『
還
魂
記
』
執
筆
の
趣
意
を
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
情

は
起
こ
る
所
を
知
ら
ざ
る
も
、
一
往
に
し
て
深
し
。
生
け
る
者
も
以
て
死
す

　
　
可
く
、
死
せ
る
も
以
て
生
く
可
し
。
生
く
る
に
與
に
死
す
可
か
ら
ず
、
死
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
は
ま

　
　
復
た
生
く
可
か
ら
ざ
る
者
は
、
皆
な
情
の
至
り
に
非
ざ
る
な
り
。
夢
中
の
情
、

　
　
何
ぞ
必
ず
し
も
眞
に
非
ざ
ら
ん
や
。
天
下
に
山
豆
に
夢
中
の
人
少
な
か
ら
ん
や
。

　
　
必
ず
枕
を
薦
む
る
に
因
り
て
親
を
成
し
、
冠
を
掛
く
る
を
待
ち
て
密
を
爲
す
者

　
　

は
、
皆
な
形
骸
の
論
な
り
。

　
情
の
根
源
は
容
易
に
は
把
捉
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
一
た
び
発
露
す
れ
ば

極
め

て

深
遠
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
情
は
、
生
死
を
超
越
し
得
る
ほ
ど
の
も
の
で

あ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
「
真
」
と
認
め
得
る
。
さ
す
れ
ば
、
た
と
え
夢
の
世
界
に
発

露

さ
れ
た
情
で
あ
っ
て
も
「
真
」
で
な
い
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
現
実
の
男

女
間
の
交
情
は
、
お
よ
そ
形
骸
的
な
事
柄
に
拘
泥
し
て
い
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
実
際
に
『
還
魂
記
』
中
の
措
辞
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
「
題
詞
」
に
言

う
「
真
」
に
対
し
て
「
真
」
な
ら
ざ
る
も
の
、
つ
ま
り
「
仮
」
を
対
立
概
念
と
し
て

措
定

し
て
い
る
こ
と
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
何
者
に
も
侵
さ
れ
な

い
本
性

に
根
ざ
し
た
情
動
の
こ
と
を
「
真
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
形
容
し
、
そ
の

反
措
定
と
し
て
「
仮
」
を
位
置
附
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
還
魂
記
』
中
に
は
、
こ

う
し
た
前
提
条
件
の
下
に
「
仮
」
と
相
対
峙
す
る
「
真
」
の
情
の
発
露
を
根
底
に
据

え
、
た
と
え
夢
の
中
や
幽
冥
界
の
事
柄
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
が
本
性
に
偽
ら
ぬ
も

の

で
あ
れ
ば
「
真
」
で
あ
り
得
る
と
の
論
理
に
基
づ
い
た
劇
情
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

四

五



四

六

　
更

に
『
還
魂
記
』
執
筆
当
時
の
作
者
が
、
上
述
の
ご
と
き
情
況
下
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
劇
中
の
「
真
－
仮
」
の
対
比
に
は
、
現
実
社
会
の
価
値
規
準

を
侮
蔑
的
に
提
示
し
、
流
論
と
い
う
不
当
な
処
断
に
抗
議
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
込

め

ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
劇
中
の
措
辞
と
作
者
の
境

遇
と
の
相
関
性
は
、
「
真
ー
仮
」
の
対
比
構
造
が
、
『
還
魂
記
』
の
藍
本
で
あ
る
「
杜

麗
娘
記
」
は
も
と
よ
り
、
湯
顕
祖
の
他
の
戯
曲
、
す
な
わ
ち
『
紫
篤
記
』
・
『
紫
叙

記
』
・
『
南
桐
記
』
・
『
郡
郵
記
』
に
も
見
ら
れ
ず
、
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
の
み
顕
著

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
充
分
に
窺
測
で
き
よ
う
。

　
従
来
の
『
還
魂
記
』
研
究
で
は
、
劇
中
に
お
い
て
自
ら
の
命
を
賭
し
て
恋
愛
を
成

就
さ
せ
た
杜
麗
娘
を
中
心
に
据
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
ら
恋
愛
至
上
を
謳
歌
し
た

単
な
る
才
子
佳
人
劇
と
看
倣
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
「
題
詞
」
に
生
死
を
超
越

し
得
た
杜
麗
娘
こ
そ
を
有
情
の
人
と
言
い
得
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
実

際
に

儒
教
倫
理
の
栓
桔
を
超
克
し
た
杜
麗
娘
と
柳
夢
梅
二
人
の
恋
愛
を
中
心
と
し
た

劇
情
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
劇
が
才
子
佳
人
劇
で
あ
る
こ
と

に
は
相
違
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
劇
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
と
当
時
の
作
者
の
境
遇
と
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、
生
死
を
超
越
し
た
情
の
称
揚
は
『
還
魂
記
』
に
見
え
る
顕
著
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

要
素
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
全
体
像
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
に
詳
述
す
る
よ

う
に
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
「
真
－
仮
」
の
対
比
は
、
当
時
の
作
者
の
命
運
を
如

実

に
表
徴
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
稿
で

は
、
湯
顕
祖
が
流
諦
、
量
移
、
閑
居
と
い
う
人
生
の
転
機
に
あ
っ
て
こ
の

劇
を
執
筆
し
た
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
彼
個
人
の
性
向
や
境
遇
が
、
劇
中
に
ど
の
よ

う
な
か
た
ち
で
表
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
り
わ
け
何
ゆ
え
「
真
－
仮
」
の
対
比
が

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
更
に
は
こ
の
対
比
の
背
景
に
何
が
秘
め
ら
れ

て

い

る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
ゆ
く
も
の
と
す
る
。

二

　
ま
ず
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
、
「
真
」
と
「
仮
」
（
あ
る
い
は
「
実
」
と
「
虚
」
）

と
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、
ど
の
よ
う
に
描
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
以

下

に
餉
を
追
い
つ
つ
見
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

　
南
安
太
守
杜
宝
は
杜
甫
の
後
商
で
、
そ
の
娘
杜
麗
娘
は
、
父
親
の
命
に
よ
っ
て
家

庭
教
師
陳
最
良
か
ら
「
關
唯
」
の
講
義
を
受
け
る
（
第
七
餉
「
閨
塾
」
）
。
と
こ
ろ
が
、

「

窃
究
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
遽
」
な
る
詩
章
に
春
情
を
傷
め
（
第
九
餉
「
粛

苑
」
）
、
消
遣
の
た
め
に
遊
ん
だ
花
園
の
亭
で
ま
ど
ろ
ん
だ
と
こ
ろ
、
夢
の
中
に
柳
の

枝
を
手
に
し
た
一
書
生
が
現
わ
れ
、
牡
丹
亭
畔
、
有
薬
欄
の
傍
で
契
り
を
結
ぶ
（
第

十
餉
「
驚
夢
」
）
。
夢
か
ら
醒
め
た
後
、
そ
の
書
生
へ
の
思
慕
の
念
を
つ
の
ら
せ
て
套

れ
果
て

た
た
め
、
自
ら
の
春
容
を
後
代
に
伝
え
る
べ
く
画
像
を
描
き
残
す
（
第
十
四

餉

「

爲
眞
」
）
。

　
第
十
八
餉
「
診
崇
」
は
、
こ
の
よ
う
に
現
実
に
は
面
会
し
た
こ
と
も
な
い
書
生
に

恋
い
焦
が
れ
て
憔
惇
し
た
杜
麗
娘
が
、
今
際
の
際
を
迎
え
ん
と
す
る
場
面
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
杜
麗
娘
が
夢
か
ら
醒
め
て
後
、
夢
の
中
で
見
た
書
生
の
実
像
を
ひ
た
す

ら
に
追
い
索
め
た
が
た
め
、
つ
い
に
恋
い
患
い
に
命
を
落
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を

気
遣
っ
て
侍
女
春
香
が
唱
う
。

　
　
【
前
腔
（
金
落
索
）
】
（
貼
）
看
他
春
蹄
何
庭
蹄
、
春
睡
何
曾
睡
。
氣
綜
児
乍
心
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
長
天
日
。
把
心
鬼
捧
湊
眉
、
病
西
施
。
小
姐
、
夢
去
知
他
實
實
誰
、
病
來
只

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
送
的
箇
虚
虚
的
祢
。

　
　
（
春
香
）
春
の
去
り
ゆ
く
、
何
虞
に
か
去
り
ゆ
き
、
春
の
眠
り
、
い
か
で
睡
る

　
　
な
ら
ん
。
綜
の
ご
と
く
細
き
息
も
て
、
い
か
ほ
ど
か
生
き
長
ら
へ
得
ん
。
胸
い

　
　
だ
き
眉
墾
む
る
は
、
病
め
る
西
施
の
ご
と
。
わ
が
お
嬢
様
は
、
夢
醒
め
て
後
、

　
　
か
の
人
の
實
像
を
推
し
量
り
得
ず
、
病
み
て
よ
り
こ
の
か
た
、
心
虚
ろ
な
る
君

　
　
を
送
る
。

　
一
方
、
柳
宗
元
の
後
商
柳
夢
梅
は
、
広
州
で
落
醜
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
に
、



美
女

に
結
婚
と
栄
達
と
を
約
束
さ
れ
る
夢
を
見
た
（
第
二
餉
「
言
懐
」
）
。
そ
こ
で
、

現
状
か

ら
脱
却
し
て
官
途
に
就
い
て
栄
達
を
図
る
べ
く
広
州
を
後
に
し
た
も
の
の

（第
十
三
餉
「
訣
謁
」
）
、
南
安
で
病
に
倒
れ
、
杜
宝
の
元
の
邸
宅
内
の
梅
花
篭
観
で

静
養
し
て
い
た
（
第
二
十
二
餉
「
旅
寄
」
）
。

　
第
二
十
六
餉
「
玩
眞
」
は
、
柳
夢
梅
が
後
花
園
で
杜
麗
娘
の
画
き
残
し
た
絵
姿
を

見
附

け
、
題
詩
に
自
分
の
名
前
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
る
が
、
夢
に
見
た

美
女
の
言
葉
も
、
題
詩
の
詩
句
も
、
結
局
は
現
実
の
自
分
に
は
関
わ
ら
ぬ
も
の
で
あ

ろ
う
と
の
諦
念
を
抱
く
場
面
で
あ
る
。

　
　
（
生
）
［
看
介
］
啄
、
原
來
絶
句
一
首
。
［
念
介
］
『
近
親
分
明
似
澱
然
、
遠
観
自

　
　
在
若
飛
仙
。
他
年
得
傍
蠕
宮
客
、
不
在
梅
邊
在
柳
邊
。
』
冴
、
此
乃
人
聞
女
子

　
　
行
樂
圖
也
。
何
言
『
不
在
梅
邊
在
柳
邊
』
。
奇
哉
怪
事
也
。

　
　
　
【
集
賢
賓
】
望
關
山
梅
嶺
天
一
抹
、
恋
知
俺
柳
夢
梅
過
。
「
得
傍
蠣
宮
」
知
急

　
　
　
塵
。
待
喜
呵
、
端
詳
停
和
、
俺
姓
名
鬼
直
塵
費
嬬
蛾
定
奪
。
打
塵
詞
、
敢
則

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
是
夢
魂
中
眞
箇
。

　
　
（
柳
夢
梅
）
［
見
る
こ
な
し
］
お
や
、
絶
句
が
一
首
書
い
て
あ
る
ぞ
。
［
讃
む
こ

　
　
な
し
］
『
近
く
観
れ
ば
分
明
に
し
て
臓
然
た
る
に
似
た
り
、
遠
く
観
れ
ば
自
在

　
　

に
し
て
飛
仙
の
若
し
。
他
年
蜷
宮
の
客
に
傍
ふ
を
得
れ
ば
、
梅
邊
に
在
ら
ず
ん

　
　
ば
柳
邊

に
在
ら
ん
。
』
や
や
、
こ
れ
は
こ
の
世
の
女
の
子
の
行
樂
の
圖
だ
。
そ

　
　
れ

に
し
て
も
ど
う
し
て
『
梅
邊
に
在
ら
ず
ん
ば
柳
邊
に
在
ら
ん
』
と
言
っ
て
い

　
　
る
の
だ
ろ
う
。
不
思
議
だ
。

　
　
　
見
舞
か

す
、
か
な
た
の
關
山
、
梅
嶺
の
か
た
。
い
か
で
知
ら
ん
や
、
こ
の
柳

　
　
　
　
　
　
よ
ぎ

　
　
　
夢
梅
の
過
り
し
を
。
「
蠕
宮
に
傍
ふ
を
得
ん
」
と
は
、
何
を
知
り
て
ぞ
。
さ

　
　
　
て

も
喜
ば
ん
か
、
詳
ら
か
に
見
る
に
、
わ
が
姓
名
の
い
か
で
嬬
蛾
に
奪
は
れ

　
　
　
た
る
。
思
ひ
廻
ら
す
に
、
恐
ら
く
は
夢
の
中
の
み
の
眞
實
な
ら
ん
。

　
第
二
十
八
餉
「
幽
購
」
は
、
日
夜
、
杜
麗
娘
の
画
像
を
眺
め
、
か
つ
想
い
を
寄
せ

る
柳
夢
梅
が
、
現
世
に
お
い
て
か
か
る
美
女
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
偽
物
で

あ
る
と
独
白
す
る
場
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
真
と
仮
の
問
題
（
根
ヶ
山
）

　
　
【
隔
尾
】
（
生
）
敢
人
世
上
似
這
天
眞
多
則
假
。

　
　
（
柳
夢
梅
）
人
の
世
に
、
か
か
る
仙
女
あ
ら
ば
、
恐
ら
く
は
儒
物
な
ら
ん
。

　

そ
の
後
、
杜
麗
娘
は
夜
毎
柳
夢
梅
の
許
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
（
第
二
十
八
輌

「

幽
購
」
）
、
つ
い
に
は
自
ら
の
素
性
を
明
か
し
て
蘇
生
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
懇
願

す
る
（
第
三
十
二
餉
「
冥
誓
」
）
。
次
に
掲
げ
る
第
三
十
五
餉
「
同
生
」
は
、
柳
夢
梅

が
杜
麗
娘
を
蘇
生
さ
せ
る
場
面
で
あ
る
。
こ
の
杜
麗
娘
の
唱
は
自
分
が
本
当
に
蘇
生

で
き
た
こ
と
を
信
じ
得
ず
に
唱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
【
金
蕉
葉
】
（
旦
）
是
眞
是
假
、
劣
夢
魂
猛
然
驚
遽
。

　
　
（
杜
麗
娘
）
嘘
か
眞
か
、
悪
夢
よ
り
俄
に
驚
き
醒
め
ぬ
。

　
第
三
十
六
輌
「
婚
走
」
で
は
、
杜
麗
娘
に
結
婚
を
迫
っ
た
柳
夢
梅
に
対
し
て
、
杜

麗
娘
が
儒
教
倫
理

に
基
づ
い
て
幽
冥
界
と
現
世
と
の
相
違
に
つ
い
て
形
骸
的
な
認
識

を
示
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
（
旦
）
…
…
前
夕
鬼
也
、
今
日
人
也
。
鬼
可
虚
情
、
人
須
實
禮
。

　
　
（
杜
麗
娘
）
…
…
先
の
夜
は
亡
憲
で
し
た
が
、
今
宵
は
人
聞
で
ご
ざ
い
ま
す
。
亡

　
　
鑑
で
あ
れ
ば
情
を
お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
す
が
、
人
聞
は
禮
教
を
貴
ば
な
け
れ
ば

　
　
な
り
ま
せ
ん
。

　
次
の
第
四
十
輌
「
僕
偵
」
で
は
、
発
墓
を
手
伝
っ
た
石
道
姑
の
甥
瘡
童
が
、
杜
麗

娘
の
蘇
生
を
未
だ
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
柳
夢
梅
を
捜
し
て
南
安
に
や
っ
て
来

た
従
僕
郭
駝
に
向
か
い
、
現
世
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
、
柳
夢
梅
が
盗
掘
さ
せ
た
と

の
言
説
を
口
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　
【
前
腔
（
尾
犯
序
）
】
…
…
（
丑
）
秀
才
家
爲
眞
當
假
、
劫
墳
楡
壊
。

　
　
（
癒
童
）
…
…
秀
才
は
眞
實
と
見
せ
掛
け
ん
が
た
め
に
嘘
を
つ
き
、
墓
を
襲
い
て

　
　
盗
掘
す
る
。

　
柳
夢
梅

は
発
墓
の
露
顕
を
恐
れ
て
杜
麗
娘
と
共
に
臨
安
に
逃
れ
（
第
三
十
六
餉

「

婚

走
」
）
、
科
挙
の
試
験
を
受
験
し
た
と
こ
ろ
に
、
金
軍
の
入
冠
が
伝
え
ら
れ
る

（第
四
十
一
餉
「
耽
試
」
）
。
折
し
も
准
安
の
巡
撫
使
を
務
め
る
父
親
の
身
を
案
じ
た

杜
麗
娘

は
、
両
親
の
安
危
を
確
認
す
る
よ
う
柳
夢
梅
に
依
頼
す
る
（
第
四
十
四
駒

四

七



「

急
難
」
）
。
次
に
掲
げ
る
第
四
十
九
餉
「
准
泊
」
は
、
揚
州
ま
で
来
て
路
銀
を
使
い

果
た
し
た
柳
夢
梅
が
酒
屋
の
主
人
に
金
の
無
心
を
拒
絶
さ
れ
、
世
間
に
真
贋
を
弁
別

す
る
能
力
の
な
い
こ
と
を
、
韓
信
を
引
き
合
い
に
出
し
て
慨
嘆
す
る
場
面
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
（
生
）
…
…
我
想
起
來
、
那
韓
信
是
箇
假
齊
王
、
尚
然
有
人
一
飯
、
俺
柳
夢
梅
是

　
　
　
へ

　
　
箇
眞
秀
才
、
要
杯
冷
酒
不
能
勾
。

　
　
（
柳
夢
梅
）
…
…
想
い
起
こ
す
に
、
か
の
韓
信
は
儒
の
齊
王
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ

　
　
ら
ず
、
一
碗
の
飯
を
授
け
て
く
れ
る
人
が
い
た
。
こ
の
柳
夢
梅
は
眞
の
秀
才
で

　
　
あ
る
の
に
、
一
杯
の
冷
酒
を
求
め
て
も
得
ら
れ
な
い
。

　
柳
夢
梅
は
か
く
し
て
杜
宝
に
面
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
の
、
逆
に
墓
泥
棒
と

し
て
捕
え
ら
れ
、
臨
安
に
護
送
さ
れ
る
（
第
五
十
三
繭
「
硬
拷
」
）
。
第
五
十
五
輌

「

圓
駕
」
で
は
杜
宝
の
劾
奏
、
柳
夢
梅
の
上
奏
を
受
け
た
皇
帝
が
、
幽
冥
界
か
ら
蘇

生

し
た
と
い
う
杜
麗
娘
の
こ
と
を
不
審
に
思
い
、
柳
夢
梅
と
杜
宝
の
朝
見
を
求
め
て

真
偽
を
正
そ
う
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
（
内
）
聴
旨
、
杜
麗
娘
是
眞
是
假
、
就
著
伊
父
杜
費
、
状
元
柳
夢
梅
、
出
班
識

　
　
認
。

　
　
（
内
よ
り
聲
）
聖
旨
を
承
れ
、
杜
麗
娘
が
眞
な
る
か
偽
な
る
か
、
父
親
の
杜
賓
、

　
　
状
元
の
柳
夢
梅
に
進
み
出
て
、
竪
識
す
る
を
命
ず
。

　
ま
た
、
同
餉
の
次
の
部
分
に
お
い
て
は
、
杜
麗
娘
自
身
の
奏
上
を
聞
き
、
彼
女
が

人
身
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
皇
帝
が
、
柳
夢
梅
の
身
元
を
確
か
め
、
奏
上
の
真
偽

を
確
認
す
る
よ
う
に
聖
旨
を
下
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
（
内
）
聴
旨
、
柳
状
元
質
讃
、
麗
娘
所
言
眞
假
。
因
何
預
名
夢
梅
。

　
　
（
内
よ
り
聲
）
聖
旨
を
承
れ
、
柳
状
元
に
問
い
正
す
、
麗
娘
の
申
す
と
こ
ろ
は

　
　
眞
で
あ
る
か
鶴
で
あ
る
か
。
ま
た
何
ゆ
え
預
め
夢
梅
と
名
附
け
た
の
か
。

　
か
く
し
て
杜
麗
娘
の
蘇
生
は
皇
帝
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
柳
夢
梅
と
の
婚
姻
が
許

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上

に
掲
げ
た
例
に
お
い
て
は
、
本
然
の
情
動
に
基
づ
い
て
幽
冥
界
と
現
世
と
を

往
還
し
た
杜
麗
娘
と
、
真
率
な
る
情
動
か
ら
彼
女
を
蘇
ら
せ
た
柳
夢
梅
を
除
く
と
、

四

八

全
て

の

登
場
人

物
が
、
現
実
社
会
の
価
値
体
系
に
合
致
し
た
事
象
で
あ
れ
ば
全
て

「

真
」
、
逆
に
夢
や
幽
冥
界
と
い
っ
た
非
現
実
的
な
次
元
の
も
の
は
「
仮
」
と
看
倣
し

て

い

る
。
こ
れ
ら
は
、
す
で
に
「
題
詞
」
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
、
い

ず
れ
も
現
実
社
会
に
お
け
る
形
骸
的
な
観
念
に
依
拠
し
た
認
識
の
事
例
と
し
て
提
示

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
に
掲
げ
る
同
餉
末
尾
の
団
円
を
喜
ぶ
唱
で
は
、
如
上
の
価
値
認
識

と
は
些
か
様
相
を
異
に
す
る
。

　
　
【
南
讐
聲
子
】
（
衆
）
姻
縁
詫
、
姻
縁
詫
、
陰
人
夢
黄
泉
下
。
福
分
大
、
福
分
大
、

　
　
周
堂
内
是
這
朝
門
下
。
齊
見
駕
、
齊
見
駕
、
眞
喜
沿
、
眞
喜
沿
。
領
陽
間
詰
敷
、

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
去
陰
司
錆
假
。

　
　
（
一
同
）
婚
姻
の
宿
縁
ぞ
不
思
議
、
婚
姻
の
宿
縁
ぞ
不
思
議
、
陰
人
は
黄
泉
の

　
　
下
に

夢
む
。
福
分
大
い
な
り
、
福
分
大
い
な
り
、
婚
姻
の
吉
日
を
朝
門
の
下
に

　
　
迎

ふ
。
齊
し
く
拝
謁
、
齊
し
く
拝
謁
、
眞
に
喜
ば
し
。
眞
に
喜
ば
し
。
陽
聞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

　
　
詰
敷
を
う
け
、
冥
府
を
去
り
て
假
を
錆
し
ぬ
。

　
「
假
を
錆
す
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
杜
麗
娘
が
蘇
生
し
て
現
世
に
戻
っ
た
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
生
死
を
超
越
し
た
「
真
」
の
情
を
結
実
し
て
、
初
め
て

「

仮
」
の
世
界
か
ら
脱
却
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
劇
全
篇
を
通
し

て

「

仮
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
夢
、
あ
る
い
は
幽
冥
界
の
事
柄
は
、
終
幕
に
至
り
皇

帝
の
裁
可
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
変
換
を
果
し
た
こ
と
が
、
全
て
の
登
場
人

物
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上

に
縷
説
し
た
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
「
真
－
仮
」
対
比
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
劇
に
お
い
て
は
、
純
粋
な
情
の
発
露
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、

現
実
社
会
の
価
値
体
系
も
窮
極
に
は
無
価
値
な
も
の
に
成
り
果
て
て
し
ま
う
と
い
う

論
理
が
貫
か
れ
て

い

る
。
す
な
わ
ち
湯
顕
祖
は
、
現
実
社
会
に
お
け
る
形
骸
的
な
価

値
認
識
が
全
く
虚
妄
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
劇
中
の
「
真
－
仮
」
の
対
比

に

よ
っ
て
相
対
化
し
、
本
性
に
偽
ら
ぬ
真
率
な
る
情
の
発
露
こ
そ
を
「
真
」
な
る
も

の

と
し
て
と
り
た
て
て
称
揚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
対
比
は
、
単
に
杜



麗
娘
の
果
し
得
た
生
死
を
超
越
し
た
情
の
み
を
表
徴
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

三

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
『
還
魂
記
』
に
見
ら
れ
る
こ
う
し
た
対
比
構
造
は
、
作
者
湯
顕
祖

自
身
の
命
運
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
得
る
要
因
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
真
ー
仮
」
対
比
の
意
図
を
解
き
明
か
す
た
め

に
は
、
や
は
り
『
還
魂
記
』
執
筆
前
後
の
作
者
の
人
生
を
併
せ
考
え
る
必
要
が
あ
ろ

・
つ
。　

湯
顕
祖
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。

　
　
門
下
は
殆
ん
ど
眞
人
な
る
や
。
世
の
假
人
は
、
常
に
眞
人
の
苦
と
す
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

　
　
と
爲
る
。
眞
人
意
を
得
れ
ば
、
假
人
影
響
し
て
之
れ
に
附
し
、
以
て
相
ひ
に
意

　
　
を
得
。
眞
人
意
を
失
へ
ば
、
假
人
影
響
し
て
之
れ
を
伺
ひ
、
以
て
自
ら
意
を
得
。

　
　
邊
境

に
人
有
り
、
其
の
名
を
「
窟
」
と
日
ふ
。
人
の
畏
る
る
所
、
吾
れ
畏
れ
ざ

　
　
る
を
得
ん
や
。
僕
は
敢
へ
て
自
ら
聖
地
中
の
人
と
謂
は
ざ
る
も
、
亦
た
眞
な
る

　
　
　
　
ち
か

　
　
者

に
幾
き
な
り
。
南
都
に
て
偶
々
一
二
君
の
名
人
に
し
て
假
な
る
者
と
、
平
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
づ

　
　
を
持
し
て
天
下
の
大
事
を
論
ず
。
其
の
二
人
は
裁
か
に
僕
の
半
語
を
伺
ひ
得
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と

　
　
便
ち
推
術
傳
説
し
、
幾
ん
ど
僕
の
大
戻
す
る
と
こ
ろ
と
爲
る
。
彼
の
假
人
な
る

　
　
者
、
果
し
て
與
に
天
下
の
事
を
言
ふ
に
足
ら
ん
や
。
然
も
今
の
執
政
の
去
就
を

　
　
観

る
に
、
人
も
亦
た
未
だ
眞
假
の
何
く
に
在
る
か
を
定
む
る
有
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
大
勢
は
眞
の
意
を
得
る
庭
少
な
く
、
而
も
假
の
意
を
得
る
時
多
し
。
僕
は
門
下

　
　
の

深
言
由
る
無
き
を
欲
す
。
門
下
且
ら
く
宜
し
く
時
に
遵
ひ
て
養
晦
し
、
以
て

　
　
其
の
眞
を
存
す
べ
し
。
（
「
答
王
宇
泰
太
史
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
憤
・
こ

　
王
肯
堂
に
宛
て
た
こ
の
書
翰
の
執
筆
時
期
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
に
は
し
得
ぬ
が
、

「

南
都

に
て
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
京
在
職
中
の
こ
と
を
追
懐
し
て
書
か

れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
自
ら
を
「
真
人
」
と
規
定
し
、
「
仮
人
」
と

「

天
下
の
大
事
」
を
論
じ
た
と
こ
ろ
、
「
僕
の
大
戻
す
る
と
こ
ろ
」
と
な
っ
た
と
言
っ

て

い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
に
言
う
「
仮
人
」
と
は
、
申
時
行
、
楊
文
挙
、
胡

『

還
魂
記
』
に
お
け
る
真
と
仮
の
問
題
（
根
ヶ
山
）

汝
寧
ら
檀
権
の
俵
臣
た
ち
の
こ
と
を
暗
に
指
し
示
し
、
自
ら
が
常
に
厭
忌
し
た
彼
ら

を
弾
劾
す
べ
く
上
疏
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
流
調
と
い
う
不
当
な
処
断
が
下
さ
れ
た

こ
と
に
娩
曲
に
不
平
を
述
べ
た
の
で
は
な
い
か
。
更
に
「
今
の
執
政
の
去
就
を
観
る

に
、
人
も
亦
た
未
だ
眞
假
の
何
く
に
在
る
か
を
定
む
る
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
は
、
現

今
の
官
界
に
は
真
仮
を
弁
別
す
る
能
力
さ
え
な
い
こ
と
を
軽
侮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
こ
の
書
翰
は
、
「
仮
人
」
で
あ
る
三
人
の
俵
臣
と
、

真
仮
の
弁
別
さ
え
で
き
ぬ
官
界
に
対
し
て
痛
烈
な
る
罵
倒
を
加
え
る
と
同
時
に
、
俵

臣
弾
劾
が
あ
く
ま
で
も
政
事
の
刷
新
を
企
図
し
た
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張

し
た
も
の
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
趙
邦
清
に
宛
て
た
書
翰
に
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
冊
を
讃
み
て
、
極
め
て
苦
心
し
、
楡
吏
を
度
越
す
る
こ
と
百
一
な
る
を
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
と

　
　
第
だ
吾
れ
は
眞
人
に
囑
し
、
世
道
を
爲
し
て
出
つ
れ
ば
、
即
ひ
奇
偉
多
き
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ば
ん

　
　
拉
び

に
尋
常
に
屡
す
。
三
秦
の
豪
傑
に
望
む
所
は
、
故
よ
り
當
に
此
れ
に
萬
す

　
　
る
者
有
る
べ
し
。
（
「
復
縢
侯
趙
仲
一
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
順
・
二
）

　
湯
顕
祖
は

遂
昌
知
県
在
任
中
、
北
京
に
上
計
に
赴
く
途
次
、
山
東
の
縢
県
に
二
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に

わ
た
っ
て
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
の
書
翰
は
「
縢
侯
趙
仲
一
」
と
言
う
と
こ
ろ
か

ら
、
恐
ら
く
そ
の
頃
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
書
翰
中
の
「
三
秦
の
豪
傑
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
、
「
天
下
皆
な
趙
君
は
關
西
の
男
子
に
し
て
、
其
の
才
は
氣
決
を
具
へ
て
異
略

有
り
、
當
に
天
子
の
信
臣
爲
る
べ
き
を
知
る
。
」
（
「
壽
趙
仲
一
母
太
夫
人
八
十
二
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

序
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
一
）
、
「
天
下
意
へ
ら
く
君
は
秦
人
な
り
と
。
」
（
「
趙
仲

一
郷
行
録
序
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
三
）
と
湯
顕
祖
が
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

知
県
の
任
に
あ
っ
た
趙
邦
清
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ

で

は
自
ら
を
「
真
人
」
で
あ
る
と
言
明
し
、
知
県
の
任
に
あ
っ
て
不
正
の
摘
発
に
尽

力
し
て
い
る
趙
邦
清
に
更
な
る
活
躍
を
希
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
趙
邦
清
も
、
吏
部
稽
勲
司
郎
中
に
陞
任
し
た
後
の
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

同
僚
、
及
び
吏
部
尚
書
李
戴
の
不
正
を
劾
奏
し
た
が
た
め
に
革
職
さ
れ
た
。

　
　
吾
が
友
眞
寧
の
趙
君
邦
清
…
…
幸
い
に
乃
ち
入
り
て
吏
部
郎
と
爲
れ
ば
、
則
ち

四
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ば

　
　
急

に
其
の
曹
偶
の
豪
吏
の
賊
す
る
こ
と
敷
十
萬
に
至
る
を
登
く
。
執
政
疑
ひ
て

　
　
之
れ
を
畏
る
。
時
に
南
北
の
窯
事
且
に
起
こ
ら
ん
と
し
、
公
寛
に
爲
に
触
角
し

　
　
て

濟
落
せ
ら
れ
以
て
去
る
。
（
「
壽
趙
仲
一
母
太
夫
人
八
十
二
歳
序
」
、
『
玉
茗
堂

　
　
全
集
』
・
文
・
こ

　
湯
顕
祖

は
、
賊
吏
の
不
正
を
発
い
た
清
廉
な
人
物
が
、
結
果
的
に
自
ら
と
同
じ
よ

う
に
不
当
に
も
失
職
し
た
こ
と
に
つ
い
て
同
情
的
に
述
べ
る
と
同
時
に
、
官
吏
社
会

の
欺
隔
を
暴
露
し
、
腐
敗
を
極
め
た
官
界
の
批
判
を
も
行
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
も
そ
も
湯
顕
祖
の
官
吏
生
活
は
、
そ
の
清
廉
な
人
柄
の
故
に
必
ず
し
も
順
調
で

は

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
既
述
の
徐
聞
流
諦
の
経
緯
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
が
、

遡
っ
て
万
暦
五
年
（
一
五
七
七
）
、
万
暦
八
年
（
一
五
八
〇
）
の
会
試
に
合
格
で
き

な
か
っ
た
の
は
、
嗣
子
の
会
試
合
格
を
企
図
し
た
、
時
の
輔
臣
張
居
正
に
よ
る
招
聰

に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
張
居
正
の
没
後
、
万
暦
十
一
年
（
一
五
八

三
）
の
会
試
に
合
格
し
た
直
後
、
輔
臣
張
四
維
、
申
時
行
の
招
き
を
も
拒
ん
で
い
麗
。

　

こ
の
よ
う
に
世
俗
に
迎
合
し
な
い
、
強
靱
な
反
骨
精
神
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

た
と
え
ば
劉
応
秋
の
文
集
の
序
に
次
の
よ
う
に
言
う
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
予
が
性
、
故
よ
り
馴
に
し
て
達
、
南
都
に
官
し
、
之
れ
と
遊
ぶ
。
世
俗
の
嗜
好

　
　
に
干
い
て
一
切
當
た
る
所
無
く
、
天
下
の
事
と
天
下
の
賢
人
を
談
ず
る
を
好
む

　
　
の
み
。
（
「
劉
司
大
成
文
集
序
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
文
・
二
）

　
す
な
わ
ち
、
世
情
に
阿
る
こ
と
な
く
、
自
ら
の
本
性
に
基
づ
く
真
率
な
る
性
情
を

尊
重
し
た
が
故
に
、
官
吏
と
し
て
の
栄
達
を
果
し
得
ず
、
た
め
に
徐
聞
へ
の
流
諦
と

い
う
苦
難
を
自
ら
に
招
来
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
王
肯
堂
に
宛
て
た
書
翰
に
、
不
当
に
も
徐
聞
に
流
諦
さ
れ
た
自
ら
を

「

真

人
」
に
擬
し
、
俵
臣
を
「
仮
人
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
趙
邦
清
に

宛
て

た
書
翰
に
も
、
自
ら
は
「
真
人
」
で
あ
る
と
言
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
り
わ

け
留
意
す
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
『
還
魂
記
』
が
、
湯
顕
祖
の
流
請
以
降
に
構
想
さ
れ
、
執
筆
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
藍
本
を
初
め
と
し
、
他
の
作
品
に
も
「
真
ー
仮
」
の
対
比
構

五
〇

造
を
見
出
せ
な
い
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
劇
に
お
け
る
両
者
の
対
比

は
、
必
ず
し
も
杜
麗
娘
の
情
の
発
露
に
限
定
し
て
倣
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
自
ら

の
流
諦
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
湯
顕
祖
は
『
還
魂
記
』
に
お
い
て
、
現
実
社
会
の
虚
偽
を
「
真
－

仮
」
の
対
比
に
よ
っ
て
暴
露
し
、
官
界
刷
新
の
た
め
の
俵
臣
弾
劾
と
い
う
自
ら
の
本

性

に
基
づ
い
た
行
為
の
正
当
性
を
、
杜
麗
娘
が
果
し
得
た
本
性
に
偽
ら
ぬ
純
粋
な
行

動

に
寄
託
し
て
言
明
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

　
「
真
」
と
い
う
概
念
が
初
め
て
文
献
に
現
わ
れ
る
の
は
老
荘
の
書
に
お
い
て
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、

　
　
へ

　
　
眞
な
る
者
は
天
よ
り
受
く
る
所
以
な
り
。
自
然
に
し
て
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
故
に
聖
人
は
天
に
法
り
、
眞
を
貴
び
、
俗
に
拘
は
れ
ず
。
（
『
荘
子
』
漁
父
篇
）

と
い
う
と
き
、
「
真
」
と
は
生
得
的
、
本
然
的
な
る
も
の
を
意
味
し
て
い
る
。
湯
顕

祖
の
用

い

る
「
真
」
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
概
念
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
彼
が
「
真
」

で
あ
る
こ
と
に
至
高
の
価
値
を
認
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
や
は
り
若
年
時
よ
り
教
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

を
受
け
た
羅
汝
芳
や
徐
良
傅
、
後
年
親
表
し
た
僧
達
観
の
影
響
で
あ
り
、
直
裁
に
は

当
時
一
世
を
風
靡
し
た
李
卓
吾
の
著
書
に
目
を
通
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考

　
　
　
（
6
）

え
ら
れ
る
。

　
　
李
百
泉
先
生
な
る
者
有
り
、
其
の
『
焚
書
』
を
見
る
に
晴
人
な
り
。
（
「
寄
石
楚

　
　
陽
蘇
州
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺
憤
・
こ

　
『
焚
書
』
は
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
麻
城
で
上
梓
さ
れ
て
お
冤
、
ま
た

『
蘇
州
府
志
』
巻
五
十
二
「
職
官
一
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
石
毘
玉
が
知
府
と
し
て

蘇
州
に
赴
任
し
た
の
も
同
じ
年
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
書
翰
も
そ
の
頃
、

す
な
わ
ち
湯
顕
祖
の
南
京
在
職
中
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
李
卓
吾
は
『
焚

書
』
巻
三
に
収
め
る
「
童
心
説
」
に
お
い
て
、
「
仮
」
を
断
ち
切
っ
た
純
粋
に
「
真
」

な
る
も
の
を
「
童
心
」
と
規
定
し
て
、
人
間
に
生
得
的
に
具
わ
る
本
来
性
を
尊
重
し
、



逆

に
既
成
の
価
値
観
や
名
教
を
尊
ぶ
人
を
「
仮
人
」
と
称
し
て
侮
蔑
し
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
「
仮
」
の
対
極
に
位
置
す
る
も
の
と
し
て
の

「

真
」
の
重
視
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
湯
顕
祖
が
実
際
に
李
卓
吾
と
面
会
し

て

い

た
か
否
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
『
還
魂
記
』
中
の
「
真
－
仮
」
対

比

は
、
如
上
の
李
卓
吾
の
思
想
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
倣
さ
れ
た
も
の
と
推

測
で
き
る
。

　
ひ

る
が
え
っ
て
湯
顕
祖
の
詩
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
「
光
舞
亭
草
叙
」
（
『
玉
茗
堂

全
集
』
・
文
・
三
）
に
次
の
よ
う
な
一
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
童
子
の
心

は
、
虚
明
に
し
て
化
す
可
し
。
乃
ち
實
た
す
に
俗
師
の
講
説
、
薄
士

　
　
の

制
義
を
以
て
す
。
一
た
び
其
の
中
に
入
れ
ば
、
復
た
出
つ
る
可
か
ら
ず
。
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の

　
　
を
し
て
冷
冷
た
る
の
適
し
み
を
見
ず
、
純
純
た
る
の
音
を
聴
か
ざ
ら
し
む
。

　

こ
の
叙
文
は
、
冒
頭
に
「
顯
祖
祠
官
と
爲
り
て
南
來
す
る
を
得
た
り
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
南
京
在
職
以
降
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
講

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

学

を
嫌
っ
た
と
言
わ
れ
、
し
か
も
『
焚
書
』
の
啓
発
を
受
け
た
湯
顕
祖
は
、
「
童
子

の

心
」
も
ひ
と
た
び
世
俗
に
汚
さ
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
は
や
清
ら
か
で
純
粋
な
事
柄

を
享
受
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で

は
、
か
く
主
張
す
る
湯
顕
祖
の
詩
文
創
作
は
、
同
時
代
人
に
は
ど
の
よ
う
に
評

価
さ
れ
て
い
た
の
か
。
湯
顕
祖
と
も
交
遊
の
あ
っ
た
衰
中
道
は
次
の
ご
と
く
言
う
。

　
　
『
玉
茗
堂
集
』
を
讃
む
に
、
沈
著
な
る
は
痛
快
よ
り
も
多
く
、
近
調
は
梢
や

　
　
元
・
白
に
入
る
も
、
亦
た
其
の
識
高
く
才
大
に
し
て
、
胸
臆
を
直
罵
し
、
盛
唐

　
　
の
三
尺

に
拘
は
れ
ず
、
其
の
元
・
白
に
類
す
る
有
る
を
畳
へ
ざ
る
は
、
之
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
學
ぶ
に
非
ざ
れ
ば
な
り
。
（
「
答
王
天
根
」
、
『
珂
雪
齋
前
集
』
巻
二
十
四
）

　
「
胸
臆
を
直
罵
」
す
る
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
次
兄
衰
宏
道
が
弟
中
道
の
詩
を

評
し
た
次
の
言
説
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
大
都
濁
り
性
霊
を
拝
べ
、
格
套
に
拘
は
れ
ず
、
自
己
の
胸
臆
よ
り
流
れ
出
つ
る

　
　
に
非
ざ
れ
ば
、
筆
を
下
す
を
肯
ん
ぜ
ず
。
（
「
叙
小
修
詩
」
、
『
錦
帆
集
』
巻
二
）

　
衰
氏
兄
弟
が
後
に
公
安
派
と
呼
ば
れ
、
「
文
は
秦
漢
、
詩
は
盛
唐
」
を
標
榜
し
た

『

還
魂
記
』
に
お
け
る
真
と
仮
の
問
題
（
根
ヶ
山
）

後
七
子
ら
の
擬
古
派
に
拮
抗
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
こ
う

し
た
文
学
上
の
理
念
も
、
や
は
り
李
卓
吾
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
上
掲
の
衰
中
道
の
一
文
は
、
湯
顕
祖
の
詩
文
が
、
「
性
露
を
濁
仔
し
て
、

格
套

に
拘
は
れ
」
ぬ
こ
と
を
尊
重
し
た
彼
ら
の
文
学
理
念
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
称
賛
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
実
際
に
湯
顕
祖
自
身
の
言
説
に
も
次
の
ご
と
き
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
天
下
大
致
、
十
人
中
三
四
に
璽
性
有
り
。
…
…
物
の
動
く
者
を
観
る
に
、
龍
よ

　
　
り
極
微
に
至
る
ま
で
、
髄
有
ら
ざ
る
は
莫
し
。
文
の
大
小
是
れ
に
類
す
。
猫
り

　
　
鑑
性
有
る
者
は
自
ら
龍
と
爲
す
の
み
。
（
「
張
元
長
嘘
雲
軒
文
序
」
、
『
玉
茗
堂
全

　
　
集
』
・
文
・
五
）

　
　
凡
そ
文
は
、
意
趣
神
色
を
以
て
主
と
爲
す
べ
し
。
（
「
答
呂
姜
山
」
、
『
玉
茗
堂
全

　
　
集
』
・
尺
順
・
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
岩
城
秀
夫
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
霊
性
」
と
言
い
、
「
意
趣
神
色
」
と
言
う

の

は
、
模
擬
剰
窃
を
排
斥
し
た
衰
氏
兄
弟
ら
の
公
安
派
に
先
ん
ず
る
見
解
で
あ
る
。

湯
顕
祖
は

ま
た
言
う
。

　
　
我
が
朝
の
文
字
は
、
宋
學
士
（
濠
）
に
し
て
止
む
。
方
遜
志
（
孝
儒
）
已
に
弱

　
　
く
、
李
夢
陽
而
下
、
狼
邪
（
王
世
貞
）
に
至
る
ま
で
、
氣
力
強
弱
巨
細
同
じ
か

　
　
ら
ざ
る
も
、
贋
文
に
等
し
き
の
み
。
（
「
答
張
夢
澤
」
、
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
尺

　
　
憤
・
四
）

　

こ
の
言
説
は
、
明
ら
か
に
既
成
の
規
格
を
尊
重
す
る
擬
古
派
の
文
学
を
「
贋
文
」

と
し
て
誹
諺
し
た
も
の
で
あ
り
、
湯
顕
祖
が
本
性
に
基
づ
く
「
真
」
の
文
学
を
い
か

に
尊
ん
だ
か
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
湯
顕
祖
の

こ
う
し
た
立
言
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
反
擬
古
派
に
の
み
特
徴

的
な
見
解
で
は
な
く
、
人
間
の
偽
ら
ざ
る
性
情
を
尊
ぶ
と
い
う
点
で
は
、
文
学
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
場
を
越
え
て
明
季
の
文
人
達
に
通
底
す
る
理
念
で
あ
る
。

　
前
七
子
の
領
袖
と
目
さ
れ
る
李
夢
陽
は
「
詩
集
自
序
」
（
『
空
同
先
生
集
』
巻
五

十
）
の
中
に
、
王
叔
武
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

五
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た

　
　
夫
れ
詩
は
天
地
自
然
の
音
な
り
。
今
、
途
に
男
ひ
て
巷
に
謳
ひ
、
勢
に
陣
じ
て

　
　
康
に
吟
じ
、
一
唱
す
れ
ば
華
和
す
る
者
、
其
れ
眞
な
り
。
斯
れ
を
之
れ
風
と
謂

　
　
ふ

な
り
。
孔
子
曰
く
「
禮
失
は
れ
て
之
れ
を
野
に
求
む
」
と
。
今
、
眞
詩
は
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
ち
民
聞
に
在
る
も
、
文
人
學
子
は
顧
っ
て
往
往
に
し
て
韻
言
を
爲
り
て
之
れ
を

　
　
詩
と
謂
ふ
。

　
ま
た
何
景
明
は
、
夫
婦
間
の
情
に
は
及
ば
ぬ
な
が
ら
、
詩
は
性
情
に
基
づ
い
た
も

の
で
あ
っ
て
こ
そ
最
も
崇
高
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

　
　
夫
れ
詩
は
、
性
情
に
本
つ
い
て
登
す
る
者
な
り
。
其
の
切
に
し
て
見
易
き
者
は

　
　
夫
婦
の
聞
に
如
く
は
莫
し
。
（
「
明
月
篇
序
」
、
「
何
大
復
先
生
集
』
巻
十
四
）

　
更
に
嘉
靖
の
唐
宋
派
の
一
人
に
数
え
ら
れ
、
ま
た
劇
作
家
で
も
あ
る
李
開
先
は
、

「

市
井
艶
詞
序
」
（
『
李
中
麓
聞
居
集
』
巻
六
）
に
お
い
て
次
の
ご
と
く
言
っ
て
い
る
。

　
　
二
詞
（
『
山
披
羊
』
『
鎖
南
枝
』
）
は
市
井
に
誰
し
く
、
児
女
子
の
初
め
て
言
を

　
　
學
ぶ
者
と
錐
も
、
亦
た
之
れ
を
歌
ふ
を
知
る
。
但
だ
淫
艶
褻
押
に
し
て
、
耳
に

　
　
入

る
に
堪
へ
ず
、
其
の
聲
は
則
ち
然
る
も
、
語
意
は
則
ち
直
だ
肺
肝
よ
り
出
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

　
　
る
の
み
に
し
て
、
彫
刻
を
加
へ
ず
、
倶
て
男
女
相
與
に
す
る
の
情
な
り
。
君
臣

　
　
友
朋

と
難
も
亦
た
此
れ
に
託
す
る
者
多
き
は
、
其
の
情
の
尤
も
人
を
感
ぜ
し
む

　
　
る
に
足
る
を
以
て
な
り
。
故
に
風
は
謡
口
よ
り
出
で
、
眞
詩
は
只
だ
民
聞
に
在

　
　
る
の
み
。

　
『
詩
経
』
國
風
を
原
点
と
す
る
「
男
女
相
與
に
す
る
の
情
」
を
唱
っ
た
も
の
の
中

に
こ
そ
「
真
」
を
見
出
し
得
る
と
い
う
見
解
は
、
民
間
の
歌
謡
に
限
定
し
た
も
の
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
湯
顕
祖
の
戯
曲
創
作
の
理
念
の
先
躍
を
倣
す
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
文
学
気
風
を
承
け
、
か
つ
自
ら
も
尊
崇
し
た
湯
顕
祖
は
、
『
還
魂
記
』

中
に
杜
麗
娘
が
柳
夢
梅
と
の
間
に
交
わ
し
た
、
本
性
に
偽
ら
ぬ
「
真
」
の
情
の
発
露

を
根
底
に
据
え
た
劇
情
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
後
に
『
還
魂
記
』
を
改
編
し
て
『
墨
愁
齋
重
定
三
會
親
風
流
夢
傳
奇
』
を

編
ん

だ

凋
夢
龍
は
、
当
時
蘇
州
一
帯
に
流
布
し
て
い
た
歌
謡
を
蒐
集
し
編
纂
し
た

『

山
歌
』
の
序
に
お
い
て
、
「
真
－
仮
」
の
問
題
に
絡
め
て
「
男
女
の
眞
情
を
借
り
て
、

五
二

名
教
の
偽
藥
を
獲
く
L
と
い
う
激
越
な
儒
教
倫
理
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
清
代
乾
隆
年
間
の
『
紅
縷
夢
』
に
お
い
て
は
、
評
者
脂
硯
齋
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
仮
語
村
言
に
よ
っ
て
敷
演
さ
れ
た
物
語
の
中
に
真
事
を
隠
し
仮
語
を

存
す
、
と
い
う
巧
妙
な
構
成
が
と
ら
れ
て
い
麺
。
長
安
の
頁
（
仮
）
家
と
金
陵
の
瓢

（真
）
家
を
核
と
し
た
主
人
公
の
買
（
仮
）
宝
玉
と
甑
（
真
）
宝
玉
の
対
比
が
そ
れ

で
あ
る
。
『
紅
模
夢
』
は
言
う
ま
で
も
な
く
『
西
廟
記
』
や
『
還
魂
記
』
の
影
響
を

受
け
て
お
り
、
曹
雪
芹
は
あ
る
い
は
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
対
比
を
襲
用
し
、
よ
り

大
掛
か
り
な
も
の
へ
と
発
展
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

五

　
万
暦
年
間
に
お
け
る
戯
曲
小
説
の
創
作
論
と
し
て
虚
構
の
価
値
を
積
極
的
に
認
め

よ
う
と
す
る
見
解
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
麺
。
た
と

え
ば
万
暦
三
十
年
（
一
六
〇
二
）
の
進
士
謝
肇
渕
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く

　
　
凡
そ
小
説
、
及
び
雑
劇
・
戯
文
を
爲
る
に
は
、
須
ら
く
是
れ
盧
實
相
半
ば
し
て
、

　
　
は
じ

　
　
方
め
て
游
戯
三
昧
の
筆
と
爲
す
。
（
『
五
雑
組
』
巻
十
五
、
事
部
三
）

　
　
戯
と
夢
と
は
同
じ
く
し
て
、
離
合
悲
歎
は
眞
情
に
非
ず
、
富
貴
貧
賎
は
眞
境
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く

　
　
非
ざ
る
な
り
。
人
の
世
、
眼
を
輻
ず
れ
ば
、
亦
た
猶
ほ
是
の
ご
と
き
な
り
。

　
　
…
…
近
來
、
文
人
は
史
傳
を
以
て
之
れ
を
雑
劇
に
合
は
せ
、
其
の
謬
説
を
辮
ず

　
　
る
を
好
む
、
此
れ
正
に
是
れ
療
人
の
前
に
夢
を
説
く
な
り
。
（
同
上
）

　

こ
こ
に
は
、
戯
曲
小
説
中
に
は
虚
構
と
現
実
と
が
絢
い
交
ざ
っ
て
い
る
べ
き
こ
と
、

ま
た
戯
曲
と
夢
と
が
本
質
的
に
は
極
め
て
類
似
し
、
人
生
と
夢
と
の
関
係
に
同
様
で

あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期
に
、
人
生
を
戯
曲
や
劇
場

に
た
と
え
る
思
想
も
存
在
す
る
こ
と
は
、
合
山
究
氏
に
よ
っ
て
詳
説
さ
れ
る
ご
と
く

　
　
（
1
4
）

で
あ
る
。

　
康
煕
五
十
二
年
（
一
七
＝
二
）
に
書
か
れ
た
「
撫
郡
湯
氏
庸
宇
規
模
記
」
に
よ
れ

ば
、
玉
茗
堂
の
東
の
四
夢
台
の
台
上
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
　
　
　
　
　
　
た

　
　
千
古

に
忠
爲
り
孝
爲
り
、
廉
爲
り
節
爲
り
、
個
し
眞
に
泥
め
ば
、
直
だ
療
人
の



　
　
夢
を
説
く
に
等
し
き
の
み
。
一
時
或
は
快
或
は
悲
、
或
は
合
或
は
離
、
若
し
假

　
　
な
る
を
認
む
れ
ば
、
猶
ほ
唖
子
の
場
を
観
る
が
如
し
。
（
『
文
昌
湯
氏
宗
譜
』
巻

　
　
　
ヨ

　
　
首
）

と
題
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
湯
顕
祖
も
謝
肇
渕
同
様
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
事
実
、
「
赴
帥
生
夢
」
詩
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
一
）
に
お
い
て
夢
と

現
実

と
の
相
関
性
を
確
信
す
る
見
解
を
示
し
て
お
り
、
か
く
て
戯
曲
の
実
作
に
お
い

て

も
夢
と
現
実
と
の
交
錯
を
根
底
に
据
え
た
劇
情
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
『
還
魂
記
』
中
の
「
真
i
仮
」
の
対
比
は
、
前
章
ま
で
の
考
察

か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
如
上
の
戯
曲
創
作
に
際
し
て
の
現
実
と
虚
構
の
配
置
法

や
、
同
時
代
に
通
底
し
た
人
生
観
と
全
く
別
個
の
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
と
も
あ
れ
、
湯
顕
祖
が
『
還
魂
記
』
中
に
言
っ
て
い
る
「
真
」
と
は
、
深
窓
の
令

嬢
杜
麗
娘
が
書
生
柳
夢
梅
と
の
間
に
交
わ
し
た
「
私
情
」
の
結
実
を
指
し
て
お
り
、

「

私
情
」
賛
美
が
こ
の
劇
盛
行
の
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
。
加
え
て
、
題
詞
に
「
夢

中
の
情
、
何
ぞ
必
ず
し
も
眞
に
非
ざ
ら
ん
や
」
と
言
い
、
夢
と
現
実
、
幽
冥
界
と
現

世
と
を
交
錯
さ
せ
た
劇
中
に
、
実
際
に
「
真
－
仮
」
の
対
比
が
倣
さ
れ
る
と
き
、
こ

の
劇

に
は
現
実
世
界
の
事
象
の
み
が
「
真
」
な
の
で
は
な
く
、
た
と
え
夢
や
幽
冥
界

の

出
来
事
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
に
偽
ら
ぬ
情
に
徹
す
れ
ば
「
真
」
に
価
値
変
換
し
得

る
、
と
い
う
観
念
が
貫
か
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
『
還

魂
記
』
に
は
、
官
界
の
粛
正
を
企
図
し
て
の
倭
臣
弾
劾
が
あ
く
ま
で
も
正
当
な
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
流
諦
と
い
う
処
断
が
全
く
不
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表

明
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
寓
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
第
一

に

は
、
「
論
輔
臣
科
臣
疏
」
を
上
呈
し
た
た
め
南
京
礼
部
祠
祭
司
主
事
か
ら
広
東
の

徐
聞
県
典
史
に
既
さ
れ
、
遂
昌
知
県
へ
の
量
移
を
経
て
、
故
郷
の
臨
川
に
閑
居
し
た

時
期
に
こ
の
劇
が
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
に
は
、
先
に
触
れ
た

「

答
王
宇
泰
太
史
」
に
お
い
て
、
自
ら
を
「
真
人
」
に
擬
定
し
て
「
仮
人
」
で
あ
る

俵
臣
を
読
殿
し
、
ま
た
「
復
縢
侯
趙
仲
一
」
に
も
自
分
の
こ
と
を
「
真
人
」
と
言
い
、

『

還
魂
記
』
に
お
け
る
真
と
仮
の
問
題
（
根
ケ
山
）

現
実

に
貧
吏
の
摘
発
に
当
た
っ
て
い
る
趙
邦
清
に
一
層
の
奮
闘
を
希
望
し
て
い
る
こ

と
か
ら
充
分
に
窺
測
で
き
る
。
湯
顕
祖
が
棄
官
し
た
の
は
、
直
裁
に
は
鉱
税
に
よ
る

吏
民
の
疲
弊
に
心
を
傷
め
た
た
め
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
施
、
彼
が
後
人
に
潔
癖

で
強
靱
な
人
格
を
具
え
た
人
物
と
評
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
唖
、
や
は
り
政
事
の
刷

新

を
希
求
し
た
自
ら
を
流
調
す
る
よ
う
な
、
腐
敗
し
き
っ
た
官
界
か
ら
の
脱
却
を

図
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
だ

と
す
れ
ば
、
『
還
魂
記
』
に
お
け
る
「
真
－
仮
」
の
対
比
は
、
単
に
杜
麗
娘
の

果
し
得
た
生
死
を
超
越
し
た
情
の
結
実
を
表
徴
す
る
た
め
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

現
実
社
会
、
と
り
わ
け
官
界
に
お
け
る
価
値
認
識
の
欺
隔
を
象
徴
的
に
暴
露
し
た
も

の
で

も
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
俵
臣
を
弾
劾
し
た
自
ら
が
あ
く
ま
で
も
「
真
」
で
あ
る

こ
と
を
言
明
し
、
「
仮
」
そ
の
も
の
で
あ
る
官
界
を
厭
忌
す
る
意
識
が
内
包
さ
れ
て

い

る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
自
ら
の
本
性
に
忠
実
な
「
真
」
の
世
界
を
具

現
す
べ
く
、
こ
の
戯
曲
が
執
筆
さ
れ
た
と
看
倣
し
得
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
と
言

え
よ
う
。
す
な
わ
ち
湯
顕
祖
は
「
還
魂
記
』
に
お
い
て
、
官
界
の
浄
化
を
企
図
し
て

の
俵
臣
弾
劾
と
、
そ
れ
に
対
す
る
流
調
と
い
う
不
当
な
る
処
断
と
を
「
真
－
仮
」
の

対
比
に

収
敏
し
、
自
ら
の
行
為
の
正
当
性
を
、
夙
に
「
真
」
な
る
も
の
と
し
て
尊
崇

し
て
い
た
本
性
の
発
露
に
回
帰
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

注

（1
）
　
拙
稿
「
『
還
魂
記
』
』
に
お
け
る
柳
夢
梅
像
の
設
定
」
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十

　
　
一
集
、
一
九
八
九
）
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
『
還
魂
記
』
の
主
人
公
柳
夢
梅
は
、

　

不
当
な
る
流
諦
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
湯
顕
祖
の
理
想
像
の
ご
と
く
造
形
さ
れ
て
い
る

　

と
考
え
ら
れ
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
真
ー
仮
」
の
対
比
に
つ
い
て
も
、
前
稿
と
同
じ

　

視
点
か
ら
、
『
還
魂
記
』
執
筆
当
時
の
作
者
の
境
遇
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
推
測

　

す
る
こ
と
は
、
充
分
に
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
　
二
度
の
上
計
が
そ
れ
ぞ
れ
万
暦
二
十
三
年
（
一
五
九
五
）
、
万
暦
二
十
六
年
（
一
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

九

八
）
で
あ
る
こ
と
は
、
「
乙
未
計
逡
、
二
月
六
日
同
呉
令
衰
中
郎
出
關
、
懐
王
衷
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　

石
浦
董
思
白
」
詩
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
十
四
）
、
「
戊
戊
上
計
不
見
王
子
聲
、
憶
乙

　

未
春
事
」
詩
（
同
・
詩
・
十
六
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
二
度
の
上
計

五
三



五
四

　
　
の
途
上
、
と
も
に
縢
県
に
立
ち
寄
り
趙
邦
清
に
会
っ
た
こ
と
は
、
「
縢
趙
仲
一
生
祠
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
序
」
（
同
・
文
・
二
）
に
「
予
前
以
上
平
昌
再
歳
計
、
道
縢
、
君
館
予
上
宮
。
」
と
言
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
「
縢
侯
趙
仲
一
實
政
録
序
」
（
同
・
文
・
三
）
に
「
吾
嘗
以
於
越
長
上
計
過
縢
、
時
公
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
事
一
歳
耳
。
…
…
更
三
年
而
再
計
、
止
縢
。
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
知
る
こ
と

　
　
が
で
き
る
。

（
3
）
　
『
明
神
宗
實
録
』
（
巻
三
七
一
）
万
暦
三
十
年
四
月
庚
戌
の
条
に
「
邦
清
…
…
謂
前
任

　
　
膝
縣
郷
官
、
及
今
同
僚
唆
使
致
然
。
至
號
突
禁
門
叫
冤
、
云
皆
同
僚
郡
光
酢
・
侯
致
躬
、

　
　
及
堂
官
李
戴
相
通
費
法
受
賄
。
」
と
あ
り
、
ま
た
同
書
（
巻
三
七
三
）
同
年
六
月
丁
酉

　
　
の
条
に
は
「
…
…
詔
趙
邦
清
罪
悪
甚
多
、
革
職
爲
民
。
」
と
あ
る
。

（4
）
　
郷
迫
光
「
臨
川
湯
先
生
傳
」
に
「
丁
丑
（
万
暦
五
年
）
會
試
、
江
陵
公
（
張
居
正
）

　
　
囑
其
私
人
啖
魏
甲
而
不
慮
。
庚
辰
（
万
暦
八
年
）
、
江
陵
子
慾
修
與
其
郷
之
人
王
蒙
來

　
　
結
納
、
復
啖
以
魏
甲
而
亦
不
磨
。
…
…
時
相
蒲
州
（
張
四
維
）
・
蘇
州
（
申
時
行
）
爾

　
　
公
、
其
子
皆
中
進
士
、
皆
公
同
門
友
也
。
意
欲
要
之
入
幕
、
酬
以
館
選
、
而
公
率
不
磨
、

　
　
亦
如
其
所
以
拒
江
陵
時
者
。
」
と
言
う
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
岩
城
秀
夫
氏

　
　
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
七
三
）
十
二
頁
以
降
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（5
）
　
「
負
負
吟
」
序
（
『
玉
茗
堂
全
集
』
・
詩
・
十
三
）
に
「
予
年
十
三
、
學
古
文
詞
干
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
諌
徐
公
良
傅
。
」
、
「
秀
才
説
」
（
同
・
文
・
十
）
に
「
十
三
歳
時
、
從
明
徳
羅
先
生
遊
。
」

　
　
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
徐
良
傅
・
羅
汝
芳
に
は
嘉
靖
四
十
一
年
（
一
五
六

　
　
二
㌧
、
、
十
三
歳
の
時
か
ら
、
ま
た
「
蓮
池
墜
箸
題
壁
」
詩
序
（
同
．
詩
．
十
三
）
の

　
　
「
庚
寅
達
親
輝
師
過
予
子
南
比
部
郡
南
皐
郎
舎
中
、
日
『
吾
望
子
久
　
。
』
…
…
」
と
い

　
　
う
記
述
か
ら
、
達
観
に
は
万
暦
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
、
南
京
の
郡
元
標
の
家
で
面
会

　
　
し
て
以
来
親
灸
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
6
）
　
前
掲
注
（
4
）
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
三
五
八
頁
に
、
「
李
賛
は
真
実
の
人
間
の
姿

　
　
を
標
榜
し
、
『
真
』
を
見
失
っ
た
『
仮
』
に
対
し
て
、
反
援
と
罵
倒
を
く
り
か
え
し
た

　
　
が
、
『
真
』
と
は
情
の
基
準
で
あ
り
、
自
然
の
ま
ま
の
情
欲
が
『
真
』
な
の
で
あ
っ
た
。

　
　
そ
し
て
顕
祖
も
ま
た
、
男
女
の
『
情
』
の
肯
定
を
強
く
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。
欲
望

　
　
の
肯
定
か
ら
『
還
魂
記
』
は
出
発
し
て
い
る
」
と
、
思
想
的
な
面
で
の
李
卓
吾
の
影
響

　
　
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
　
容
肇
祖
氏
編
『
李
賛
年
譜
』
（
三
聯
書
店
、
一
九
五
七
）
六
十
八
頁
。

（
8
）
　
た
と
え
ば
、
朱
舞
尊
『
静
志
居
詩
話
』
（
『
明
詩
綜
』
巻
五
十
四
、
所
引
）
に
は
「
人

　
　
或
勧
之
講
學
、
笑
答
日
『
諸
公
所
講
者
性
、
僕
所
言
者
情
也
。
』
」
と
伝
え
ら
れ
る
。

（
9
）
　
「
盛
唐
三
尺
…
…
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
『
珂
雪
齋
前
集
』
自
序
に
「
文

　
　
法
秦
漢
、
古
詩
法
漢
魏
、
近
髄
法
盛
唐
、
此
詞
家
三
尺
。
予
敬
侃
焉
、
而
終
不
學
之
、

　
　
非
不
學
也
、
不
能
學
也
。
」
と
言
う
ご
と
く
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
「
詩
文
に
お
け
る
湯
顕
祖
の
主
張
」
（
『
山
口
大
学
文
学
会
誌
』
十
八
－
一
、
一
九
六

　
　
七
）
、
ま
た
前
掲
注
（
4
）
『
中
国
戯
曲
演
劇
研
究
』
五
十
二
頁
。

（
1
1
）
当
時
の
文
学
理
論
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
氏
の
「
李
夢
陽
の
一
側
面
　
　
古
文

　
　
辞
の
庶
民
性
l
」
（
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
十
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
）
や
、

　
　
入
矢
義
高
氏
の
「
真
詩
」
（
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
、
筑
摩
書
房
、
一

　
　
九
六
八
）
、
ま
た
「
擬
古
主
義
の
陰
騎
」
（
『
明
代
詩
文
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
）
に

　
　
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
1
2
）
脂
硯
斎
に
よ
る
『
紅
棲
夢
庚
辰
本
』
「
首
同
同
首
繕
評
」
に
は
、
「
作
者
自
云
、
『
因

　
　
曾
歴
過
一
番
夢
幻
之
後
、
故
將
眞
事
隠
去
、
而
借
通
霊
之
説
、
、
棋
此
石
頗
祀
｝
書
也
。
、

　
　
故

日
甑
士
隠
云
云
。
…
…
錐
我
未
學
、
下
筆
無
文
、
又
何
妨
用
假
語
村
言
敷
演
出
一
段

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
故
事
來
、
以
悦
人
之
耳
目
哉
。
故
日
買
雨
村
云
云
。
』
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
『
紅
模

　
　
夢
』
に
見
え
る
「
真
－
仮
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
漱
平
氏
の
「
『
紅
槙
夢
』
に

　
　
於

け
る
瓢
（
真
）
・
頁
（
仮
）
の
問
題
－
二
人
宝
玉
の
設
定
を
中
心
と
し
て
ー
」

　
　
（
『
中
哲
文
学
会
報
』
第
四
号
、
一
九
七
九
）
、
「
同
（
続
）
－
林
黛
玉
と
醇
宝
銀
の
設

　
　
定

を
中
心
と
し
て
l
」
（
同
、
第
六
号
、
一
九
八
一
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤

　
　
氏

に
よ
れ
ば
、
『
紅
模
夢
』
に
お
け
る
瓢
・
買
両
宝
玉
の
設
定
は
、
四
十
同
本
『
平
妖

　
　
傳
』
の
影
響
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
前
野
直
彬
氏
「
明
清
の
小
説
論
に
お
け
る
二
つ
の
極
点
－
金
聖
嘆
と
紀
胸
I
」

　
　
（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
集
、
一
九
五
八
）
。
ま
た
岩
城
秀
夫
氏
「
万
暦
年
間
に
み

　
　
ら
れ
る
演
劇
虚
実
論
」
（
『
明
代
思
想
文
芸
論
集
』
、
一
九
八
一
）
。
の
ち
同
氏
『
中
国
古

　
　
典
劇
の
研
究
』
（
創
文
社
、
一
九
八
六
）
所
収
。

（
1
4
）
　
「
明
末
清
初
に
お
け
る
『
人
生
は
ド
ラ
マ
で
あ
る
』
の
説
」
（
『
荒
木
見
悟
先
生
退
休

　
　
記
念
中
国
哲
学
史
研
究
論
集
』
、
一
九
八
一
、
葦
書
房
）
。

（1
5
）
　
『
文
昌
湯
氏
宗
譜
』
は
未
見
。
こ
こ
で
は
毛
敷
同
氏
編
『
湯
顕
祖
研
究
資
料
彙
編
』

　
　
（
一
九
八
六
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。
こ
こ
に
引
用
し
た
「
直
等
療
人
説
夢
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
の
一
句
は
、
毛
氏
編
著
に
お
い
て
は
「
眞
等
擬
人
説
夢
」
に
作
る
が
、
聾
董
護
氏
「
湯

　
　
顕
祖
雑
考
三
則
」
中
の
「
応
為
『
直
等
療
人
説
夢
』
」
（
『
湯
顕
祖
研
究
論
文
集
』
所
収
、

　
　
一
九
八
四
、
中
国
戯
劇
出
版
社
）
に
よ
っ
て
改
め
た
。

（
1
6
）
　
郡
迫
光
『
臨
洲
暢
洗
吐
縛
山
㍗
い
「
涌
訟
稠
燃
夷
易
、
、
邨
瀧
購
鯖
鞠
謄
、
睨
長
吏
色

　
　
而
得
其
便
。
又
以
磧
税
事
多
所
践
整
、
計
借
之
日
、
便
向
吏
部
堂
告
蹄
。
」
と
言
う
。

（1
7
）
　
銭
謙
益
「
湯
遂
昌
顯
祖
傳
」
（
『
列
朝
詩
集
小
傳
』
丁
集
）
に
は
「
義
傍
志
意
激
昂
、

　
　
風
骨
這
緊
」
と
言
い
、
『
撫
州
府
志
』
巻
五
十
九
「
湯
顯
祖
傳
」
に
は
「
顯
祖
意
氣
慷

　
　
慨
、
以
天
下
爲
己
任
」
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
科
　
講
師
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
平
成
二
年
九
月
二
十
一
日
　
受
理
ー




